
         

             

 美則 ルイジアナ州立大学社会学部 名誉教授 

2026.5.6 労 働 調 査

筆者はアメリカ南部の大きな州立大学の社会学

部で1989年から2022年まで教えていた。最後の６

年間は学部長もやっていたので、何でも好きなク

ラスを教えてよかったのだが、後述するように中

退する学生を減らすことが大きな課題となってお

り、中退者は大学初年度が一番多いことから、

「新入生向けのクラスにベテラン教授を配置して

ほしい」という大学側の要請もあり、一番多く教

えたのは、生徒数380名（教室の制限がないオン

ラインでは700名）の「社会学概論」であった。 

30年以上教えていればいろんな出来事があるの

で、少し書いてみよう。 

2001年９月11日、同時多発テロが起きたのは火

曜日の朝、ちょうど授業が始まる少し前だった。

まだインターネットが発達していなかったので、

筆者から第一報を聞いた学生が過半数だった。

「アラブ系の学生を差別することのないように」

と話したのを覚えている。 

教室で「てんかん」の発作を起こし、文字通り

泡を吹いて倒れた学生がいた。教室は騒然とした

が、救急救命士の資格を持つ消防士の学生が救急

処置を施し、救急車に搬送してことなきを得た。

また、教室に入ると猛烈な悪臭がしたことがある。

震源地はちょうど真ん中あたり。調べてみると椅

子の下に「オナラ爆弾（Stink Bomb）」と書かれ

た箱がある。どうやら、前のクラスの学生が仕掛

けたらしいが、どんないたずらだったのか見当も

つかない。どちらも集中できる状況ではないので、

休講にしたのは言うまでもない。 

テストが近づくと、学生の「おじいさん」や

「おばあさん」がよく亡くなる。アメリカでは地

方新聞に死亡記事が載るので、怪しいと思うとそ

れを持って来させることがある。何人かはそれが

提出できず、追試を受けられなかった。その他、

テストを受けられなかった学生の秀逸（？）な言

い訳を並べてみよう。お姉さんの出産を手伝った

男子学生がいた。嘘にしてはあまりにも不自然な

ので、不問にした。「校庭でリスに餌をやってい

たら利き手を噛まれた」学生は包帯をしていたの

でこれも不問。テストに来る途中で交通事故に遭

って、医者に行った２人組の学生、医者が書いた

メモを持ってきた。医者が書く字は汚いことが多

いのに、このメモは綺麗すぎるし、女性っぽい。

電話で確認したが、20年以上前だったので、

人情報」の観念が薄く、「あ、その学生はうちの

患者ですが、その日には来てません」とのこと。

手ぐすね引いて懲らしめてやろうと楽しみにして

いたのに、２人ともクラスをドロップしてしまっ

てそれっきり。残念。 

期末試験が終わって成績が発表されると、筆者
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Ｚ世代 ＳＮＳ 変化する社会
〇〇ガチャ 働き方の変化

ＤＸ化 キャリアの自立
「若者」が考える「今」「未来」は？

労働調査協議会・2025年度共同調査
「若者の考える今と未来」 結果からのキートピック

○調査の目的

「若者」の意識や行動が注目を集めています。また、職場ではＤＸ化が進み、キャリア
自立が求められるなど、働き方も大きく変化しています。

仕事やライフスタイルについて、「若者」が考える「今」と「未来」を明らかにし、今後、
職場はどのように変化していくのか、また、労働組合はどのような活動を進めていくべ
きかを検討するために実施しました。

1

回答者のプロフィール （第１章）

 職種は、「技術／ＳＥ／研究」（30.6％）が最多、次いで「製造／輸送／技能労務」（23.2％）が２割強、
「一般事務」（14.8％）と「医療／福祉／教育」（14.6％）がともに１割台半ば

 平均的な月の残業時間（休日労働を含む）は、「ない」（14.9％）は１割台にとどまり、「10 時間程度」
（28.6％）と「20 時間程度」（26.2％）を中心に分散、平均残業時間は22.6 時間（中央値：22.4時間）

 在宅勤務は「行っていない」（81.2％）が８割強、企画／営業では５割強が週１日以上、在宅勤務を実施

 転職経験が「ある」は14.2％、30歳以上では男性で２割強、女性は３割近く

 組合役員「経験なし」が54.7％、「現在、支部・本部の執行委員」が18.8％、「現在、職場委員、支部委員
など」は17.1％

 「配偶者」（パートナー）が「いる」は男性38.9％、女性29.0％、子どもが「いる」は男性23.7％、女性10.1％

 本人年収は、400万円台～500万円台が中心で平均508万円（中央値：492万円）

 奨学金を＜利用していた＞割合は31.5％。

大学卒以上では＜利用していた＞が４～５割、「返済中」の人も全体の３～４割
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の研究室は忙しくなる。あと１点でＡやＣなど上

の成績が取れる学生に「採点交渉」を認めるから

だ。社会学に限らず、社会科学の答えには曖昧な

ものが多い。なので、答えが間違っていると思っ

たら、その質問に関して議論をさせる。半分以上

の学生が希望の点数を得られるが、中には２時間

も粘る「猛者」もいる。「あの議論がこの学期で

一番役にたった」と話した学生もいたくらいだ。 

アメリカの大学では学生が教授を「評価」する。

学期が終わると教授はこの「評価」を見せられる。

給与は主に研究業績によるので、直接の影響はそ

れほどないが、あまりにも評価が低いと学部長か

ら注意がいく。それとは別に、インターネットに

は非公式の評価サイトがあり、学生の正直な感想

が載る。筆者は「概論」の初日の授業の最後にこ

のサイトを紹介することにしていた。クラスを取

った上級生が言うことなので、学生も耳を傾ける。

「授業は出たほうがいい」「教科書は読め」「教授

は短気だから気をつけろ」「面白いが、アクセン

トは慣れるのに時間がかかる」などなど。中には

「授業の初日にこのページ見せるんだよね。ハロ

ー」などという投稿もあったりして教室は笑いに

包まれる。このサイトを見て簡単な授業だけを選

ぶ学生もいるらしい。という筆者も同じ大学に行

った息子２人には自分の授業は取らせず、社会学

の易しい教官を紹介したのだが。 

毎年700人もの学生を持てば、いろんなところ

で昔の学生に会う。ショッピングセンターの駐車

場で車を運転しながら「先生の授業取ったよ、I 

loved it!」「もう一回言って！」「I loved it!」

子どものサッカーの試合に行ったら、隣のフィー

ルドでやっていた大人のチームのレフェリーが

「先生の授業、取ったよ」「成績は？」「Ａ！」

今度はプレーヤーの１人が「オレも取ったぞ」

「成績は？」「Ｂ、かな」。 

大学で教え始めた当初は、筆者の専門である

「家族社会学」を主に社会学専攻の４年生相手に

教えていたが、10年経った頃にこのクラスを教え

るのをキッパリと辞めた。自由な題で論文を書か

せるのだが、この頃からインターネットで「＄39

で論文書きます」というサービスを目にするよう

になったからだ。他の論文からの盗作ならソフト

ウェアでチェックもできるが、お金のない大学院

生がアルバイトで一晩で書き上げた＄39の論文は

「オリジナル」なのでチェックのしようがないの

だ。最近はＡＩを使った課題制作が大きな問題に

なっているが、筆者が退職した2022年には表だっ

てはいなかったのは幸いだった。 

まだ家族社会学のクラスを教えていた頃、成績

の良い女子学生が急に授業に出て来なくなった。

研究室に呼んでみると急に声を上げて泣き出すで

はないか。「両親ともにアルコール依存症で授業

に来れなかった」とのこと。こういう話、アメリ

カ南部の貧乏州であるルイジアナでは珍しくない。

普通なら背中をさすって「大丈夫？」とでも言う

ところだが、セクハラで訴えられたら間違いなく

負けて下手をすれば職を失う。研究室のドアは必

ず開けておくのが鉄則でもある。 

やはりこのクラスにバルセロナオリンピック、

女子100ｍ×４リレーの金メダリストがいた。と

ても優秀な学生だったが、陸上に専念したいと大

学を休学してカリフォルニアに移り、１年くらい

して電話が来た。曰く「統計学を取れば大学を卒

業できる。」筆者は統計学も教えていたが、まだ

オンライン授業はなく、「郵送に適したクラスじ

ゃないから、カリフォルニアのどこかの大学で同

じようなクラスを取ったら、この大学の単位をあ

げよう」と答えたが、その後、音沙汰はなかった。

２年後、シングルマザーとなり、アトランタオリ

ンピックアメリカ予選の準決勝で敗退した記事を

読んだ。金メダリストとは言え、大卒の資格がな

いとその後の生活も厳しかったかも知れない。あ

の決断で良かったのか、自問することもあった。 

大学の花形スポーツはアメリカンフットボール

である。その１人を落第させたので、シーズン最

後の招待試合に出られなかったことがあった。そ
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現在の仕事、職場、会社 （第２章）
担当している仕事（業務）や働いている会社をどうみているか？

働いている会社の
ことが好きか

担当している仕事（業務）
のことが好きか

 多くが「担当している仕事（業務）」が好き

「働いている会社」のことも好き
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現在の仕事、職場、会社 （第２章）
多くは担当している仕事（業務）や会社が好き、ただし働いている会社との関係性をみると・・・・

 「会社発展のために最善を尽くしたい」は22.5％

働いている会社とどのような
関係でありたいか
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 多くは仕事や会社を好き。しかし、会社への積極的

な貢献意欲は２割
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 美則 ルイジアナ州立大学社会学部 名誉教授 

2026.5.6 労 働 調 査

筆者はアメリカ南部の大きな州立大学の社会学

部で1989年から2022年まで教えていた。最後の６

年間は学部長もやっていたので、何でも好きなク

ラスを教えてよかったのだが、後述するように中

退する学生を減らすことが大きな課題となってお

り、中退者は大学初年度が一番多いことから、

「新入生向けのクラスにベテラン教授を配置して

ほしい」という大学側の要請もあり、一番多く教

えたのは、生徒数380名（教室の制限がないオン

ラインでは700名）の「社会学概論」であった。 

30年以上教えていればいろんな出来事があるの

で、少し書いてみよう。 

2001年９月11日、同時多発テロが起きたのは火

曜日の朝、ちょうど授業が始まる少し前だった。

まだインターネットが発達していなかったので、

筆者から第一報を聞いた学生が過半数だった。

「アラブ系の学生を差別することのないように」

と話したのを覚えている。 

教室で「てんかん」の発作を起こし、文字通り

泡を吹いて倒れた学生がいた。教室は騒然とした

が、救急救命士の資格を持つ消防士の学生が救急

処置を施し、救急車に搬送してことなきを得た。

また、教室に入ると猛烈な悪臭がしたことがある。

震源地はちょうど真ん中あたり。調べてみると椅

子の下に「オナラ爆弾（Stink Bomb）」と書かれ

た箱がある。どうやら、前のクラスの学生が仕掛

けたらしいが、どんないたずらだったのか見当も

つかない。どちらも集中できる状況ではないので、

休講にしたのは言うまでもない。 

テストが近づくと、学生の「おじいさん」や

「おばあさん」がよく亡くなる。アメリカでは地

方新聞に死亡記事が載るので、怪しいと思うとそ

れを持って来させることがある。何人かはそれが

提出できず、追試を受けられなかった。その他、

テストを受けられなかった学生の秀逸（？）な言

い訳を並べてみよう。お姉さんの出産を手伝った

男子学生がいた。嘘にしてはあまりにも不自然な

ので、不問にした。「校庭でリスに餌をやってい

たら利き手を噛まれた」学生は包帯をしていたの

でこれも不問。テストに来る途中で交通事故に遭

って、医者に行った２人組の学生、医者が書いた

メモを持ってきた。医者が書く字は汚いことが多

いのに、このメモは綺麗すぎるし、女性っぽい。

電話で確認したが、20年以上前だったので、

人情報」の観念が薄く、「あ、その学生はうちの

患者ですが、その日には来てません」とのこと。

手ぐすね引いて懲らしめてやろうと楽しみにして

いたのに、２人ともクラスをドロップしてしまっ

てそれっきり。残念。 

期末試験が終わって成績が発表されると、筆者
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職場や仕事での重視点 （第３章）

 「有給休暇が取得しやすい」（67.1％）、「職場の人間関係がよい」（66.5％）、「成果に応じて賃金が上がる」
（62.3％）が６割台で上位、以下「雇用が安定している」（56.3％）、「適切に評価される」（47.3％）が続く

 しかし「適切に評価される」には年齢間の差がある

仕事で重視すること（複数選択、性別年齢別、「適切に評価される」の比率）

 キャリアを積むほど、評価という承認欲求は高まり、
適切性や納得性がより求められるようになる

仕事で重視すること（複数選択、比率が40％以上の項目）
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２４歳
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２９歳

３０歳
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２９歳

３０歳

以上

男性年齢別 女性年齢別

(%)

5

今後のキャリア （第４章）
４人に１人が「転職」を意識、人材定着に重要な主な３領域

【領域①仕事や会社との関係】

 仕事や会社への高い好感度

【領域②上司・先輩、職場環境】

 ロールモデルの可視化

 評価に対する納得感

 良好なチームワーク体制

【領域③職業能力・スキル】

 職業能力・スキル形成の支援

 他社で職業能力が通用しない不安の解消
（しかし職業能力に対する“強い自信”は

転職志向を高めるジレンマも）

転職について

25.8

25.7

24.1

25.5

26.4

26.3

22.5

28.0

26.8

24.3

27.0

27.3

22.8

74.0

74.1

75.7

74.3

73.4

73.6

77.5

71.8

73.2

75.5

73.0

72.5

77.2

0.2

0.2

0.2

0.1

0.2

0.1

0.2

0.2

－

0.2

－

共同調査計  

男性計

２４歳以下  

２５～２９歳  

３０歳以上  

女性計

２４歳以下  

２５～２９歳  

３０歳以上  

高校卒  

高専・短大・専門 

卒  

大学卒  

大学院修了  

件
数

7755

5561

966

2155

2440

2136

533

975

628

2383

714

3725

901

年
齢
別

年
齢
別

学
歴
別

考えている 考えていない 無回答
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労 働 調 査2026.5.6 

の研究室は忙しくなる。あと１点でＡやＣなど上

の成績が取れる学生に「採点交渉」を認めるから

だ。社会学に限らず、社会科学の答えには曖昧な

ものが多い。なので、答えが間違っていると思っ

たら、その質問に関して議論をさせる。半分以上

の学生が希望の点数を得られるが、中には２時間

も粘る「猛者」もいる。「あの議論がこの学期で

一番役にたった」と話した学生もいたくらいだ。 

アメリカの大学では学生が教授を「評価」する。

学期が終わると教授はこの「評価」を見せられる。

給与は主に研究業績によるので、直接の影響はそ

れほどないが、あまりにも評価が低いと学部長か

ら注意がいく。それとは別に、インターネットに

は非公式の評価サイトがあり、学生の正直な感想

が載る。筆者は「概論」の初日の授業の最後にこ

のサイトを紹介することにしていた。クラスを取

った上級生が言うことなので、学生も耳を傾ける。

「授業は出たほうがいい」「教科書は読め」「教授

は短気だから気をつけろ」「面白いが、アクセン

トは慣れるのに時間がかかる」などなど。中には

「授業の初日にこのページ見せるんだよね。ハロ

ー」などという投稿もあったりして教室は笑いに

包まれる。このサイトを見て簡単な授業だけを選

ぶ学生もいるらしい。という筆者も同じ大学に行

った息子２人には自分の授業は取らせず、社会学

の易しい教官を紹介したのだが。 

毎年700人もの学生を持てば、いろんなところ

で昔の学生に会う。ショッピングセンターの駐車

場で車を運転しながら「先生の授業取ったよ、I 

loved it!」「もう一回言って！」「I loved it!」

子どものサッカーの試合に行ったら、隣のフィー

ルドでやっていた大人のチームのレフェリーが

「先生の授業、取ったよ」「成績は？」「Ａ！」

今度はプレーヤーの１人が「オレも取ったぞ」

「成績は？」「Ｂ、かな」。 

大学で教え始めた当初は、筆者の専門である

「家族社会学」を主に社会学専攻の４年生相手に

教えていたが、10年経った頃にこのクラスを教え

るのをキッパリと辞めた。自由な題で論文を書か

せるのだが、この頃からインターネットで「＄39

で論文書きます」というサービスを目にするよう

になったからだ。他の論文からの盗作ならソフト

ウェアでチェックもできるが、お金のない大学院

生がアルバイトで一晩で書き上げた＄39の論文は

「オリジナル」なのでチェックのしようがないの

だ。最近はＡＩを使った課題制作が大きな問題に

なっているが、筆者が退職した2022年には表だっ

てはいなかったのは幸いだった。 

まだ家族社会学のクラスを教えていた頃、成績

の良い女子学生が急に授業に出て来なくなった。

研究室に呼んでみると急に声を上げて泣き出すで

はないか。「両親ともにアルコール依存症で授業

に来れなかった」とのこと。こういう話、アメリ

カ南部の貧乏州であるルイジアナでは珍しくない。

普通なら背中をさすって「大丈夫？」とでも言う

ところだが、セクハラで訴えられたら間違いなく

負けて下手をすれば職を失う。研究室のドアは必

ず開けておくのが鉄則でもある。 

やはりこのクラスにバルセロナオリンピック、

女子100ｍ×４リレーの金メダリストがいた。と

ても優秀な学生だったが、陸上に専念したいと大

学を休学してカリフォルニアに移り、１年くらい

して電話が来た。曰く「統計学を取れば大学を卒

業できる。」筆者は統計学も教えていたが、まだ

オンライン授業はなく、「郵送に適したクラスじ

ゃないから、カリフォルニアのどこかの大学で同

じようなクラスを取ったら、この大学の単位をあ

げよう」と答えたが、その後、音沙汰はなかった。

２年後、シングルマザーとなり、アトランタオリ

ンピックアメリカ予選の準決勝で敗退した記事を

読んだ。金メダリストとは言え、大卒の資格がな

いとその後の生活も厳しかったかも知れない。あ

の決断で良かったのか、自問することもあった。 

大学の花形スポーツはアメリカンフットボール

である。その１人を落第させたので、シーズン最

後の招待試合に出られなかったことがあった。そ

99

今後のキャリア （第４章）

転職を考える要因は？

【①仕事や会社との関係から】

転職について

 仕事や会社が好きだと転職をあまり考えない

 嫌いだと半数以上が転職を考える

14.4

22.9

43.5

61.5

10.6

21.5

50.0

68.7

85.4

76.9

56.4

38.5

89.3

78.3

50.0

31.3

0.1

0.2

0.1

－

0.1

0.2

0.1

－

好き

どちらかといえば 

好き

どちらかといえば 

嫌い

嫌い

好き

どちらかといえば 

好き

どちらかといえば 

嫌い

嫌い

件
数

1586

4651

1226

288

1483

4726

1237

307

担当している仕事

（業務）のことが

好きか別

働いている会社の

ことが好きか別

考
え
て
い
る

考
え
て
い
な
い

無
回
答
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今後のキャリア （第４章）

転職を考える要因は？

【②上司・先輩、職場環境から】

 人材定着に有効になりうるのは

• ロールモデルを可視化しキャリアの

将来像を描くこと

• 上司・先輩からの評価に対する納得感

を高めるためのフィードバック

• 良好なチームワーク体制の構築

転職について［上司・先輩、職場環境との関連］

19.2

35.2

16.3

24.7

41.3

61.2

16.0

25.2

38.0

57.8

80.7

64.7

83.5

75.2

58.7

38.4

83.8

74.7

61.8

42.2

0.1

0.0

0.2

0.1

－

0.4

0.2

0.1

0.2

いる

いない  

満足（安心）  

やや満足（安心） 

やや不満（不安） 

不満（不安）  

大いにあてはまる 

ある程度あてはま 

る  

あまりあてはまら 

ない

まったくあてはま 

らない  

件
数

4546

3194

2222

4172

1098

250

2146

4079

1258

263

職場の上司・先輩に

キャリアの理想とな

る人がいるか

上司・先輩からの

評価

困っている時は自然

と周りが支援してく

れる

考
え
て
い
る

考
え
て
い
な
い

無
回
答
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 美則 ルイジアナ州立大学社会学部 名誉教授 

2026.5.6 労 働 調 査

筆者はアメリカ南部の大きな州立大学の社会学

部で1989年から2022年まで教えていた。最後の６

年間は学部長もやっていたので、何でも好きなク

ラスを教えてよかったのだが、後述するように中

退する学生を減らすことが大きな課題となってお

り、中退者は大学初年度が一番多いことから、

「新入生向けのクラスにベテラン教授を配置して

ほしい」という大学側の要請もあり、一番多く教

えたのは、生徒数380名（教室の制限がないオン

ラインでは700名）の「社会学概論」であった。 

30年以上教えていればいろんな出来事があるの

で、少し書いてみよう。 

2001年９月11日、同時多発テロが起きたのは火

曜日の朝、ちょうど授業が始まる少し前だった。

まだインターネットが発達していなかったので、

筆者から第一報を聞いた学生が過半数だった。

「アラブ系の学生を差別することのないように」

と話したのを覚えている。 

教室で「てんかん」の発作を起こし、文字通り

泡を吹いて倒れた学生がいた。教室は騒然とした

が、救急救命士の資格を持つ消防士の学生が救急

処置を施し、救急車に搬送してことなきを得た。

また、教室に入ると猛烈な悪臭がしたことがある。

震源地はちょうど真ん中あたり。調べてみると椅

子の下に「オナラ爆弾（Stink Bomb）」と書かれ

た箱がある。どうやら、前のクラスの学生が仕掛

けたらしいが、どんないたずらだったのか見当も

つかない。どちらも集中できる状況ではないので、

休講にしたのは言うまでもない。 

テストが近づくと、学生の「おじいさん」や

「おばあさん」がよく亡くなる。アメリカでは地

方新聞に死亡記事が載るので、怪しいと思うとそ

れを持って来させることがある。何人かはそれが

提出できず、追試を受けられなかった。その他、

テストを受けられなかった学生の秀逸（？）な言

い訳を並べてみよう。お姉さんの出産を手伝った

男子学生がいた。嘘にしてはあまりにも不自然な

ので、不問にした。「校庭でリスに餌をやってい

たら利き手を噛まれた」学生は包帯をしていたの

でこれも不問。テストに来る途中で交通事故に遭

って、医者に行った２人組の学生、医者が書いた

メモを持ってきた。医者が書く字は汚いことが多

いのに、このメモは綺麗すぎるし、女性っぽい。

電話で確認したが、20年以上前だったので、

人情報」の観念が薄く、「あ、その学生はうちの

患者ですが、その日には来てません」とのこと。

手ぐすね引いて懲らしめてやろうと楽しみにして

いたのに、２人ともクラスをドロップしてしまっ

てそれっきり。残念。 

期末試験が終わって成績が発表されると、筆者

1010

今後のキャリア （第４章）

転職を考える要因は？

【③職業能力・スキルから】

転職について［職業能力・スキルとの関連］

 他社で「職業能力が通用しない」という

不安は転職志向を高める

 しかし「十分に通用する」という自信も転

職を考えるきっかけになりうる

 他社での職業能力の通用度と転職志

向の関係には両極的な傾向がみられる

 人材定着に有効になりうるのは、

職業能力・スキルの形成支援

15.4

22.2

35.5

55.4

15.3

21.3

35.5

66.3

30.7

21.9

25.8

38.9

22.7

84.4

77.8

64.3

44.4

84.6

78.6

64.3

33.7

69.1

77.8

74.1

61.1

77.3

0.2

0.1

0.2

0.2

0.1

0.1

0.2

－

0.2

0.2

0.1

－

満足（安心）  

やや満足（安心） 

やや不満（不安） 

不満（不安）  

満足（安心）  

やや満足（安心） 

やや不満（不安） 

不満（不安）  

十分通用すると思 

う  

ある程度通用する 

と思う  

あまり通用しない 

と思う  

全然通用しないと 

思う

わからない  

件
数

1561

3996

1691

493

1389

4153

1805

398

476

2907

2914

843

604

会社によるスキル

習得への研修や

支援

仕事を通じた職業

能力の向上

いまの職業能力は

他社でどの程度

通用するか

考
え
て
い
る

考
え
て
い
な
い

無
回
答
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つながりの志向 （第５章）

 ［多様な人と幅広く関係をつくりたい］（77.6％）、［話をすれば、誰とでも、一致点を見出せる］（71.8％）

しかし、［人は人、自分は自分で、自分が納得できればよい］（66.1％）とドライな気持ちもあわせもつ

13.9

26.0

18.4

13.5

49.1

23.2

57.9

51.6

47.7

51.9

47.8

38.9

22.9

19.1

28.8

27.9

2.
2

26.1

5.0

3.
1

4
.8

6.3

0.
5

11.5

0.
2

0.
3

0
.3

0.
5

0.
3

0.3

話をすれば誰とも 

一致点を見出せる 

多様な人と幅広く 

関係をつくりたい 

人は人で自分が納 

得できればよい  

周りに評価されな 

いと安心できない 

年齢でなく能力や 

考えが大切  

目上にもスタンプ 

等の返事でよい  

件
数

7755

7755

7755

7755

7755

7755

＊
そ
う
思
う
計

71.8

77.6

66.1

65.3

97.0

62.1

＊
そ
う
思
わ
な
い
計

28.0

22.2

33.6

34.2

2.7

37.6

関
係
の

広
が
り

他
者
と

の
距
離

年
齢
と

関
係
性

そ
う
思
う

あ
る
程
度
そ
う
思
う

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

13.5

14.8

8.7

51.9

54.1

44.5

27.9

26.0

34.9

6.3

4.8

11.4

0.5

0.2

0.4

共同調査計  

そう思う計  

そう思わない計  

件
数

7755

6016

1718

＊
そ
う
思
う
計

65.3

68.9

53.3

＊
そ
う
思
わ
な
い
計

34.2

30.8

46.3

多
様
な
人
と
幅
広
く

関
係
を
つ
く
り
た
い

そ
う
思
う

あ
る
程
度

そ
う
思
う

あ
ま
り

そ
う
思
わ
な
い

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

［周りの人に評価されないと安心できない］についての考え方

 ［関係をつくりたい］という思いの背景には
［評価されないと安心できない］（≒承認欲求）もある

 自律的キャリアを求められている人ほど承認欲求が強い
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労 働 調 査2026.5.6 

の研究室は忙しくなる。あと１点でＡやＣなど上

の成績が取れる学生に「採点交渉」を認めるから

だ。社会学に限らず、社会科学の答えには曖昧な

ものが多い。なので、答えが間違っていると思っ

たら、その質問に関して議論をさせる。半分以上

の学生が希望の点数を得られるが、中には２時間

も粘る「猛者」もいる。「あの議論がこの学期で

一番役にたった」と話した学生もいたくらいだ。 

アメリカの大学では学生が教授を「評価」する。

学期が終わると教授はこの「評価」を見せられる。

給与は主に研究業績によるので、直接の影響はそ

れほどないが、あまりにも評価が低いと学部長か

ら注意がいく。それとは別に、インターネットに

は非公式の評価サイトがあり、学生の正直な感想

が載る。筆者は「概論」の初日の授業の最後にこ

のサイトを紹介することにしていた。クラスを取

った上級生が言うことなので、学生も耳を傾ける。

「授業は出たほうがいい」「教科書は読め」「教授

は短気だから気をつけろ」「面白いが、アクセン

トは慣れるのに時間がかかる」などなど。中には

「授業の初日にこのページ見せるんだよね。ハロ

ー」などという投稿もあったりして教室は笑いに

包まれる。このサイトを見て簡単な授業だけを選

ぶ学生もいるらしい。という筆者も同じ大学に行

った息子２人には自分の授業は取らせず、社会学

の易しい教官を紹介したのだが。 

毎年700人もの学生を持てば、いろんなところ

で昔の学生に会う。ショッピングセンターの駐車

場で車を運転しながら「先生の授業取ったよ、I 

loved it!」「もう一回言って！」「I loved it!」

子どものサッカーの試合に行ったら、隣のフィー

ルドでやっていた大人のチームのレフェリーが

「先生の授業、取ったよ」「成績は？」「Ａ！」

今度はプレーヤーの１人が「オレも取ったぞ」

「成績は？」「Ｂ、かな」。 

大学で教え始めた当初は、筆者の専門である

「家族社会学」を主に社会学専攻の４年生相手に

教えていたが、10年経った頃にこのクラスを教え

るのをキッパリと辞めた。自由な題で論文を書か

せるのだが、この頃からインターネットで「＄39

で論文書きます」というサービスを目にするよう

になったからだ。他の論文からの盗作ならソフト

ウェアでチェックもできるが、お金のない大学院

生がアルバイトで一晩で書き上げた＄39の論文は

「オリジナル」なのでチェックのしようがないの

だ。最近はＡＩを使った課題制作が大きな問題に

なっているが、筆者が退職した2022年には表だっ

てはいなかったのは幸いだった。 

まだ家族社会学のクラスを教えていた頃、成績

の良い女子学生が急に授業に出て来なくなった。

研究室に呼んでみると急に声を上げて泣き出すで

はないか。「両親ともにアルコール依存症で授業

に来れなかった」とのこと。こういう話、アメリ

カ南部の貧乏州であるルイジアナでは珍しくない。

普通なら背中をさすって「大丈夫？」とでも言う

ところだが、セクハラで訴えられたら間違いなく

負けて下手をすれば職を失う。研究室のドアは必

ず開けておくのが鉄則でもある。 

やはりこのクラスにバルセロナオリンピック、

女子100ｍ×４リレーの金メダリストがいた。と

ても優秀な学生だったが、陸上に専念したいと大

学を休学してカリフォルニアに移り、１年くらい

して電話が来た。曰く「統計学を取れば大学を卒

業できる。」筆者は統計学も教えていたが、まだ

オンライン授業はなく、「郵送に適したクラスじ

ゃないから、カリフォルニアのどこかの大学で同

じようなクラスを取ったら、この大学の単位をあ

げよう」と答えたが、その後、音沙汰はなかった。

２年後、シングルマザーとなり、アトランタオリ

ンピックアメリカ予選の準決勝で敗退した記事を

読んだ。金メダリストとは言え、大卒の資格がな

いとその後の生活も厳しかったかも知れない。あ

の決断で良かったのか、自問することもあった。 

大学の花形スポーツはアメリカンフットボール

である。その１人を落第させたので、シーズン最

後の招待試合に出られなかったことがあった。そ
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労働組合 （第６章）
 「組合ニュース、ビラを読む」、「レクリエーション・イベント」の参加を中心に、組合活動に参加・協力

・・・労働組合の活動に参加したくなると思う条件とは？

 労働組合の活動に参加したくなると思う条件（複数選択）は、
「人間関係が拡がる」、「参加に応じた見返りがある」、「活動
に意義がある」、「参加の自由度が高い」が上位

 ただし、組合役員経験なしでは「とくにない」が２割

 経験なしでも集会やレク、ボランティアに参加している層では、
「人間関係が拡がる」や「他の参加者と気が合う」などコミュニ
ケーションにかかわる利点をあげる人が多い
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共 同 調 査 計 ( N = 7
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(%)

#VALUE!

共同調査計

(N=7755)

◆労働組合が対応すべき相談（複数選択）は、
①職場のハラスメントや人間関係（59.0％）
②昇進や人事評価（50.1％）
③「育児・介護・治療などと仕事の両立」（45.9％）
④「職場・会社のコンプライアンス」（43.0％）

労働組合 （第６章）
 組合活動に＜共感できる＞は多数

・・・労働組合が共感を得られる組織になるために強化すべき取り組みとは？

 全体の84.0％が労働組合活動に＜共感できる＞
 組合役員経験なし層でも＜共感できる＞は８割強

 労働組合が共感を得られる組織となるために強めるべき取り
組み（複数選択）は「賃金など労働条件向上を実現させる」が
トップ、これに「職場や社会にわかりやすく伝える」が５割強で
続く

 一方、「格差や平和など社会運動に取り組む」や「共済活動な
ど助け合いを充実させる」は２割弱と少ない
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共 同 調 査 計 ( N = 7
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 美則 ルイジアナ州立大学社会学部 名誉教授 

2026.5.6 労 働 調 査

筆者はアメリカ南部の大きな州立大学の社会学

部で1989年から2022年まで教えていた。最後の６

年間は学部長もやっていたので、何でも好きなク

ラスを教えてよかったのだが、後述するように中

退する学生を減らすことが大きな課題となってお

り、中退者は大学初年度が一番多いことから、

「新入生向けのクラスにベテラン教授を配置して

ほしい」という大学側の要請もあり、一番多く教

えたのは、生徒数380名（教室の制限がないオン

ラインでは700名）の「社会学概論」であった。 

30年以上教えていればいろんな出来事があるの

で、少し書いてみよう。 

2001年９月11日、同時多発テロが起きたのは火

曜日の朝、ちょうど授業が始まる少し前だった。

まだインターネットが発達していなかったので、

筆者から第一報を聞いた学生が過半数だった。

「アラブ系の学生を差別することのないように」

と話したのを覚えている。 

教室で「てんかん」の発作を起こし、文字通り

泡を吹いて倒れた学生がいた。教室は騒然とした

が、救急救命士の資格を持つ消防士の学生が救急

処置を施し、救急車に搬送してことなきを得た。

また、教室に入ると猛烈な悪臭がしたことがある。

震源地はちょうど真ん中あたり。調べてみると椅

子の下に「オナラ爆弾（Stink Bomb）」と書かれ

た箱がある。どうやら、前のクラスの学生が仕掛

けたらしいが、どんないたずらだったのか見当も

つかない。どちらも集中できる状況ではないので、

休講にしたのは言うまでもない。 

テストが近づくと、学生の「おじいさん」や

「おばあさん」がよく亡くなる。アメリカでは地

方新聞に死亡記事が載るので、怪しいと思うとそ

れを持って来させることがある。何人かはそれが

提出できず、追試を受けられなかった。その他、

テストを受けられなかった学生の秀逸（？）な言

い訳を並べてみよう。お姉さんの出産を手伝った

男子学生がいた。嘘にしてはあまりにも不自然な

ので、不問にした。「校庭でリスに餌をやってい

たら利き手を噛まれた」学生は包帯をしていたの

でこれも不問。テストに来る途中で交通事故に遭

って、医者に行った２人組の学生、医者が書いた

メモを持ってきた。医者が書く字は汚いことが多

いのに、このメモは綺麗すぎるし、女性っぽい。

電話で確認したが、20年以上前だったので、

人情報」の観念が薄く、「あ、その学生はうちの

患者ですが、その日には来てません」とのこと。

手ぐすね引いて懲らしめてやろうと楽しみにして

いたのに、２人ともクラスをドロップしてしまっ

てそれっきり。残念。 

期末試験が終わって成績が発表されると、筆者
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これまで、そして、現在の生き方 （第７章）
 全体的にみて、これまでの生き方はうまくいっている。人とのつながり、自身の頑張り、家庭・・・、そして運

 全体的にみて＜うまくいっている＞と63.2％がみている

 大学卒・大学院修了は特に肯定的にみている

 結婚していること、子どもがいることも肯定感を強める
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これまでの生き方にプラスに影響したものは

◆自ら獲得したもの
［人とのつながり］（60.7％）、［頑張り・努力］（56.1％）

◆生まれもったもの
［家庭環境］（55.1％）、［性格・才能］（49.5％）

・・・に加えて［運］（45.4％）

⇒大学卒・大学院修了で［運］が「プラスに影響した」が多い
現在の成功は、偶然の結果とも捉えられている

（いわゆる“成功ガチャ体験”）
これからの生き方ではリスクも許容
（お金の使い方・増やし方で「リスクがあっても資産運用」）
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これまで、そして、現在の生き方 （第７章）

 自分で自由に使える時間には72.6％が＜満足している＞

 しかし、日ごろの生活でタイムパフォーマンスを64.3％が＜意識している＞

 若者のなかでも年齢とともに
タイパを意識

 子どものいる女性が特に意識

14

自分で自由に使える時間に満足していますか 日ごろの生活でタイムパフォーマンスを意識していますか
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労 働 調 査2026.5.6 

の研究室は忙しくなる。あと１点でＡやＣなど上

の成績が取れる学生に「採点交渉」を認めるから

だ。社会学に限らず、社会科学の答えには曖昧な

ものが多い。なので、答えが間違っていると思っ

たら、その質問に関して議論をさせる。半分以上

の学生が希望の点数を得られるが、中には２時間

も粘る「猛者」もいる。「あの議論がこの学期で

一番役にたった」と話した学生もいたくらいだ。 

アメリカの大学では学生が教授を「評価」する。

学期が終わると教授はこの「評価」を見せられる。

給与は主に研究業績によるので、直接の影響はそ

れほどないが、あまりにも評価が低いと学部長か

ら注意がいく。それとは別に、インターネットに

は非公式の評価サイトがあり、学生の正直な感想

が載る。筆者は「概論」の初日の授業の最後にこ

のサイトを紹介することにしていた。クラスを取

った上級生が言うことなので、学生も耳を傾ける。

「授業は出たほうがいい」「教科書は読め」「教授

は短気だから気をつけろ」「面白いが、アクセン

トは慣れるのに時間がかかる」などなど。中には

「授業の初日にこのページ見せるんだよね。ハロ

ー」などという投稿もあったりして教室は笑いに

包まれる。このサイトを見て簡単な授業だけを選

ぶ学生もいるらしい。という筆者も同じ大学に行

った息子２人には自分の授業は取らせず、社会学

の易しい教官を紹介したのだが。 

毎年700人もの学生を持てば、いろんなところ

で昔の学生に会う。ショッピングセンターの駐車

場で車を運転しながら「先生の授業取ったよ、I 

loved it!」「もう一回言って！」「I loved it!」

子どものサッカーの試合に行ったら、隣のフィー

ルドでやっていた大人のチームのレフェリーが

「先生の授業、取ったよ」「成績は？」「Ａ！」

今度はプレーヤーの１人が「オレも取ったぞ」

「成績は？」「Ｂ、かな」。 

大学で教え始めた当初は、筆者の専門である

「家族社会学」を主に社会学専攻の４年生相手に

教えていたが、10年経った頃にこのクラスを教え

るのをキッパリと辞めた。自由な題で論文を書か

せるのだが、この頃からインターネットで「＄39

で論文書きます」というサービスを目にするよう

になったからだ。他の論文からの盗作ならソフト

ウェアでチェックもできるが、お金のない大学院

生がアルバイトで一晩で書き上げた＄39の論文は

「オリジナル」なのでチェックのしようがないの

だ。最近はＡＩを使った課題制作が大きな問題に

なっているが、筆者が退職した2022年には表だっ

てはいなかったのは幸いだった。 

まだ家族社会学のクラスを教えていた頃、成績

の良い女子学生が急に授業に出て来なくなった。

研究室に呼んでみると急に声を上げて泣き出すで

はないか。「両親ともにアルコール依存症で授業

に来れなかった」とのこと。こういう話、アメリ

カ南部の貧乏州であるルイジアナでは珍しくない。

普通なら背中をさすって「大丈夫？」とでも言う

ところだが、セクハラで訴えられたら間違いなく

負けて下手をすれば職を失う。研究室のドアは必

ず開けておくのが鉄則でもある。 

やはりこのクラスにバルセロナオリンピック、

女子100ｍ×４リレーの金メダリストがいた。と

ても優秀な学生だったが、陸上に専念したいと大

学を休学してカリフォルニアに移り、１年くらい

して電話が来た。曰く「統計学を取れば大学を卒

業できる。」筆者は統計学も教えていたが、まだ

オンライン授業はなく、「郵送に適したクラスじ

ゃないから、カリフォルニアのどこかの大学で同

じようなクラスを取ったら、この大学の単位をあ

げよう」と答えたが、その後、音沙汰はなかった。

２年後、シングルマザーとなり、アトランタオリ

ンピックアメリカ予選の準決勝で敗退した記事を

読んだ。金メダリストとは言え、大卒の資格がな

いとその後の生活も厳しかったかも知れない。あ

の決断で良かったのか、自問することもあった。 

大学の花形スポーツはアメリカンフットボール

である。その１人を落第させたので、シーズン最

後の招待試合に出られなかったことがあった。そ
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これまで、そして、現在の生き方 （第７章）

 お金は「どうしても節約を意識」が48.4％  女性は「節約して堅実に」
男性、なかでも30歳以上は「リクスがあっても資産運用」
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日ごろ、お金を使いたいと思ったモノ、コトに気軽にお金を使えていますか
今後のお金との使い方、増やし方として考えていること（複数選択）

 子どもがいる男性が特に節約を意識

46.7

45.6

51.3

45.3

43.6

49.5

49.3

48.8

50.8

48.4

48.9

41.9

50.1

50.6

47.3

46.7

48.3

46.2

4
.
2

4.
7

6.1
3
.8

4
.
9

2
.
7

3
.
4

2
.
4

2.
5

0
.
7

0.
8

0.
6

0
.8

0
.
8

0
.
5

0
.
6

0
.
5

0.
5

共同調査計  

男性計

２４歳以下  

２５～２９歳  

３０歳以上  

女性計

２４歳以下  

２５～２９歳  

３０歳以上  

件
数

7755

5561

966

2155

2440

2136

533

975

628

年
齢
別

年
齢
別

気
軽
に
使
え
て

い
る

ど
う
し
て
も
節

約
を
意
識
す
る

特
に
使
い
た
い

と
思
う
こ
と
が

な
い

無
回
答

自
分
の
成
長
に
も
っ

と

使
い
た
い

節
約
し
て
堅
実
に
使
い

た
い

リ
ス
ク
が
あ
っ

て
も
資

産
運
用
を
し
た
い

副
業
で
収
入
を
増
や
し

た
い

貯
金
せ
ず
好
き
な
も
の

を
優
先
に
し
た
い

共
済
や
保
険
で
将
来
に

備
え
た
い

そ
の
他

特
に
考
え
て
い
な
い

無
回
答

件
数

39.7 35.2 33.8 30.9 22.0 14.8 1.5 7.9 0.3 7755

39.8 31.9 37.1 31.5 22.7 13.6 1.4 8.0 0.3 5561

42.1 30.7 26.3 28.8 25.9 9.5 1.3 10.7 0.4 966

41.9 30.0 37.8 31.2 22.6 12.9 1.0 7.6 0.3 2155

37.0 34.0 40.9 32.9 21.5 15.8 1.7 7.4 0.3 2440

39.5 44.0 25.2 29.5 20.3 18.2 1.8 7.3 0.4 2136

41.5 46.0 17.4 25.9 23.1 13.1 0.6 6.6 0.8 533

40.7 44.0 25.4 31.0 21.7 18.3 1.8 7.4 0.3 975

36.0 42.4 31.5 30.3 15.8 22.5 2.7 7.8 0.2 628

36.0 32.0 27.5 33.4 24.3 12.7 1.5 10.0 0.4 2383

34.3 33.6 30.8 33.3 23.8 16.1 1.7 8.5 0.3 714

42.7 36.9 34.4 29.2 20.9 16.0 1.4 6.8 0.4 3725

41.1 37.7 5500..66 29.7 19.1 14.2 1.7 6.4 ･･･ 901

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上少ない

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上多い

1155..00 「共同調査計」より15ポイント以上多い

共同調査計

男性計

年
齢
別

２４歳以下

２５～２９歳

３０歳以上

女性計

年
齢
別

２４歳以下

２５～２９歳

３０歳以上

学
歴
別

高校卒

高専・短大・専門卒

大学卒

大学院修了

将来社会のイメージとこれからの生き方 （第８章）

 ［科学技術が社会をより良くしている］（80.6％）・・・しかし［経済的により豊かな社会］（36.8％）ではない

 ［自己責任がより求められる］（87.2％）社会となる

・・・しかし［チャンスが開かれた］（54.1％）、［努力や頑張りが報われる］（43.9％）となるかは“？”

21.3

11.6

10.1

11.2

7.0

7.6

52.7

46.8

46.9

31.1

59.3

46.0

44.0

36.8

36.9

29.1

37.8

42.2

41.6

56.2

15.9

33.8

38.9

40.7

45.6

47.7

7.8

9.3

9.4

10.8

3
.
1

8.1

6.6

10.8

10.1

15.2

1
.
3

1
.
2

1
.
7

1
.
5

0
.
4

0.5

0
.
5

0.5

0.4

0.3

0
.
4

0
.
5

0
.
4

0
.
4

科学技術が社会を 

より良くしている 

余暇など時間の自 

由度が高い  

チャンスがより開 

かれた社会  

人手不足で労働者 

の賃金があがる  

努力や頑張りが報 

われる社会  

経済的により豊か 

な社会  

公的年金等では安 

心できない社会  

貧富の格差が大き 

い社会  

人手不足で仕事の 

負荷が高まる  

自己責任がより求 

められる社会  

件
数

7755

7755

7755

7755

7755

7755

7755

7755

7755

7755

＊
あ
て
は
ま
る
計

80.6

57.6

54.1

48.0

43.9

36.8

90.6

89.0

88.5

87.2

＊
あ
て
は
ま
ら
な
い
計

19.0

41.9

45.5

51.5

55.7

62.9

9.1

10.5

11.1

12.3

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

イ
メ
ー
ジ

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

イ
メ
ー
ジ

大
い
に

あ
て
は
ま
る

ま
あ
ま
あ

あ
て
は
ま
る

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

ま
っ
た
く

あ
て
は
ま
ら
な
い

無
回
答

 若者でも年齢が高くなるとポジティブなイメージが失われる
 ポジティブなイメージをもつ鍵は職場へのコミットメント

（働いている会社が好き、会社発展のために最善を尽くしたいなど）
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科
学
技
術
が
社
会
を
よ

り
良
く
し
て
い
る

余
暇
な
ど
時
間
の
自
由

度
が
高
い

チ
ャ

ン
ス
が
よ
り
開
か

れ
た
社
会

人
手
不
足
で
労
働
者
の

賃
金
が
あ
が
る

努
力
や
頑
張
り
が
報
わ

れ
る
社
会

経
済
的
に
よ
り
豊
か
な

社
会

公
的
年
金
等
で
は
安
心

で
き
な
い
社
会

貧
富
の
格
差
が
大
き
い

社
会

人
手
不
足
で
仕
事
の
負

荷
が
高
ま
る

自
己
責
任
が
よ
り
求
め

ら
れ
る
社
会

件
数

80.6 57.6 54.1 48.0 43.9 36.8 90.6 89.0 88.5 87.2 7755

80.1 57.9 54.4 49.9 44.1 39.1 89.8 88.8 88.3 87.0 5561

81.6 64.8 62.1 55.9 53.1 48.3 85.1 84.6 88.7 86.1 966

81.4 58.8 56.6 50.3 45.7 39.4 90.7 89.0 87.9 87.1 2155

78.2 54.3 49.3 47.1 39.1 35.2 90.9 90.3 88.5 87.3 2440

82.3 57.3 53.7 43.3 43.8 30.9 92.7 89.7 88.9 87.8 2136

81.8 62.7 62.7 52.0 54.4 40.9 89.9 87.2 88.6 86.3 533

84.2 57.4 53.0 42.9 44.2 30.5 93.9 90.6 89.2 88.6 975

79.6 52.4 47.3 36.5 34.2 23.1 93.3 90.3 88.7 87.9 628

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上少ない

5.0 「共同調査計」より5ポイント以上多い

1155..00 「共同調査計」より15ポイント以上多い

ポジティブなイメージ ネガティブなイメージ

共同調査計

男性計

年
齢
別

２４歳以下

２５～２９歳

３０歳以上

女性計

年
齢
別

２４歳以下

２５～２９歳

３０歳以上



         

             

 美則 ルイジアナ州立大学社会学部 名誉教授 

2026.5.6 労 働 調 査

筆者はアメリカ南部の大きな州立大学の社会学

部で1989年から2022年まで教えていた。最後の６

年間は学部長もやっていたので、何でも好きなク

ラスを教えてよかったのだが、後述するように中

退する学生を減らすことが大きな課題となってお

り、中退者は大学初年度が一番多いことから、

「新入生向けのクラスにベテラン教授を配置して

ほしい」という大学側の要請もあり、一番多く教

えたのは、生徒数380名（教室の制限がないオン

ラインでは700名）の「社会学概論」であった。 

30年以上教えていればいろんな出来事があるの

で、少し書いてみよう。 

2001年９月11日、同時多発テロが起きたのは火

曜日の朝、ちょうど授業が始まる少し前だった。

まだインターネットが発達していなかったので、

筆者から第一報を聞いた学生が過半数だった。

「アラブ系の学生を差別することのないように」

と話したのを覚えている。 

教室で「てんかん」の発作を起こし、文字通り

泡を吹いて倒れた学生がいた。教室は騒然とした

が、救急救命士の資格を持つ消防士の学生が救急

処置を施し、救急車に搬送してことなきを得た。

また、教室に入ると猛烈な悪臭がしたことがある。

震源地はちょうど真ん中あたり。調べてみると椅

子の下に「オナラ爆弾（Stink Bomb）」と書かれ

た箱がある。どうやら、前のクラスの学生が仕掛

けたらしいが、どんないたずらだったのか見当も

つかない。どちらも集中できる状況ではないので、

休講にしたのは言うまでもない。 

テストが近づくと、学生の「おじいさん」や

「おばあさん」がよく亡くなる。アメリカでは地

方新聞に死亡記事が載るので、怪しいと思うとそ

れを持って来させることがある。何人かはそれが

提出できず、追試を受けられなかった。その他、

テストを受けられなかった学生の秀逸（？）な言

い訳を並べてみよう。お姉さんの出産を手伝った

男子学生がいた。嘘にしてはあまりにも不自然な

ので、不問にした。「校庭でリスに餌をやってい

たら利き手を噛まれた」学生は包帯をしていたの

でこれも不問。テストに来る途中で交通事故に遭

って、医者に行った２人組の学生、医者が書いた

メモを持ってきた。医者が書く字は汚いことが多

いのに、このメモは綺麗すぎるし、女性っぽい。

電話で確認したが、20年以上前だったので、

人情報」の観念が薄く、「あ、その学生はうちの

患者ですが、その日には来てません」とのこと。

手ぐすね引いて懲らしめてやろうと楽しみにして

いたのに、２人ともクラスをドロップしてしまっ

てそれっきり。残念。 

期末試験が終わって成績が発表されると、筆者
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将来社会のイメージとこれからの生き方 （第８章）
 「夢がある」は40.2％

 将来社会のイメージがポジティブでも、
ネガティブでも、あまり変わらない

 「夢」は
お金や時間に困らないこと、
家庭をつくること（安定した世帯形成）

に「仕事」「趣味」が続く

「夢」の内容として多く記載されたものは
 安定した生活（「お金」に「不自由」しない、「時間」に「余裕」）
 結婚して幸せな家庭をつくる（「結婚」「子ども」「家」）

「夢」の内容についての
自由記述2,133件を対象
とした分析
（共起ネットワーク）
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40.2

43.6

37.6

43.8

35.9

59.4

56.2

62.1

55.9

63.9

0.4

0.3

0.2

0.3

0.2

共同調査計  

そう思う  

そう思わない  

そう思う  

そう思わない  

件
数

7755

3405

4319

4194

3525

努力や頑張り

が報われる社

会になる

チャンスがよ

り開かれた社

会になる

夢
が
あ
る

夢
は
な
い

無
回
答

将来社会のイメージとこれからの生き方 （第８章）

これからの生き方で大切にしたいことは？

 人との関係は重要

［悩みを相談できる友人・知人をもつ］95.4％

［お互いさまの精神をもって助け合う］96.2％

 投票による政治参加も重要
［投票によって政治に参加する］86.1％

［ボランティアなど社会貢献活動に参加する］

59.3％

 将来設計や挑戦も重要
［仕事やキャリアの将来設計を考える］90.7％

［いつも新しいことに挑戦する］87.6％

ただし、［あまり高望みをしない］も78.6％
将来について考えることを重視
しかし、希望を抑制する意識も
（［あまり高望みをしない］ことも重要）
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65.1

56.1

41.5

11.1

36.2

30.4

22.9

30.3

40.0

44.5

48.2

54.4

57.3

55.7

3.
5

3.
0

10.8

32.9

8.0

11.0

17.3

0.
8

0.
6

2.
7

7.5

1.
1

1.
1

3.
8

0.
2

0.
2

0.
5

0.
3

0.
3

0.
3

0.
3

悩みを相談できる 

友人・知人をもつ 

お互いさまの精神 

をもって助け合う 

投票によって政治 

に参加する  

ボランティアなど 

社会貢献に参加  

仕事やキャリアの 

将来設計を考える 

いつも新しいこと 

に挑戦する  

あまり高望みをし 

ない

件
数

7755

7755

7755

7755

7755

7755

7755

＊
重
要
で
あ
る
計

95.4

96.2

86.1

59.3

90.7

87.6

78.6

人
と
の
関
係

社
会
と
の
関
係

将
来
の
展
望

と
て
も
重
要

あ
る
程
度
重
要

あ
ま
り

重
要
で
な
い

ま
っ
た
く

重
要
で
な
い

無
回
答


